
























研究目的

　心身障害の早期発見,治療と共にその予防方策としての遺伝相談のうち,出生

前診断と保因者の検索が,再発危険率の推定と共に,重要な分野を占めているが,

過去 3 年間にわたってこれらの遺伝学的適応の基準をきめることが,本研究班

の目的であった。


